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今回の調査は関西福祉科学大学における英語

教育に関する実態を調査する目的で実施され

た。調査は一般教育の英語を受講する全学部全

学科の 1年生と 2年生 1099名及び再履修生 27

名を対象に英語運用能力の分析と英語に関する

アンケート調査を実施した。そしてアンケート

回収総数 1年生と 2年生 1095名、及び再履修

生 23 名の分析を行った。なおアンケートは

「わが国の外国語・英語教育に関する実態の総

合的研究－学生編－」1）「大学英語教育に関す

る実態と将来像の総合的研究（蠡）－学生の立

場－」2）「わが国の英語教育に関する実態と将

来像の総合的研究」3）を参考にしている。

本報告書は 2007年 12月におこなわれた英語
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試験とアンケート調査を分析したものである。

英語試験はリスニング、文法、読解から構成さ

れ、回答を選択肢のなかから選ぶマークシート

形式のものを使用し、それぞれの分野別のスコ

ア結果と学年・学科別のスコア結果の分析をお

こなっている。アンケートは 20問で構成され

ており、それぞれの選択肢を選んだ回答の単

純、学年・学科別、学年別集計をおこない、報

告書として学年・学科別のアンケート結果を分

析したグラフを掲載しコメントをつけた。コメ

ントをつけるにあたっては紙面の関係からアン

ケート分析を一部省略せざるを得なかった。

1118名の内訳（学年・学科・人数）は表 1

のとおりである。（永田）

� 学年・学科別スコア結果について

今回実施されたテストの結果について、学年

別、学科別という 2つの観点から分析する。

1．学年別のスコア結果について

序文で述べたように、本学では必修科目の英

語を履修している 2学部 4学科の 1年生と 2年

生、そして再履修クラス（2年生と 3年生以上

の学年も含む）全員を対象に英語のテストを実

施した。各学年のスコア平均点は、以下の表 2

～4のようになっている。

表 2と表 3から分かるように、1年生と 2年

生のスコア平均点はほとんど同じであることが

分かる。また、それぞれの設問の平均点も 1年

生と 2年生ではほとんど同じ点数であることも

表 1 被験者の内訳

No. カテゴリ 件数 全体
％

除無回答
％

1
2
3
4
5
6
7
8
9

1年生：社会福祉学科
1年生：臨床心理学科
1年生：健康科学科
1年生：福祉栄養学科
2年生：社会福祉学科
2年生：臨床心理学科
2年生：健康科学科
2年生：福祉栄養学科
再履修
無回答

257
113
102

82
261
117

96
67
23

0

23.0
10.1

9.1
7.3

23.3
10.5

8.6
6.0
2.1
0.0

23.0
10.1

9.1
7.3

23.3
10.5

8.6
6.0
2.1

合 計 1118 100％ 100％

表 2 1年生のスコア平均点（学部別）

1年
スコア平均 語い

レベル別人数
文法

レベル別人数
リーディング
レベル別人数

リスニング
レベル別人数

総合
レベル別人数

受験者集 語い 文法 リーディングリスニング 総合スコア 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

健康福祉学部 186 27 24 43 50 145 21 63 93 5 4 64 75 46 1 0 64 100 22 0 0 45 93 43 3 2 27 128 31 0 0

社会福祉学部 376 27 24 43 48 142 36 155 175 7 3 122 179 73 2 0 148 176 49 2 1 118 165 85 6 2 72 237 67 0 0

表 3 2年生のスコア平均点（学部別）

2年
スコア平均 語い

レベル別人数
文法

レベル別人数
リーディング
レベル別人数

リスニング
レベル別人数

総合
レベル別人数

受験者集 語い 文法 リーディングリスニング 総合スコア 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

健康福祉学部 164 28 24 45 50 146 17 65 75 4 3 48 78 36 1 1 55 83 24 1 1 40 83 37 3 1 25 104 34 1 0

社会福祉学部 373 27 23 44 50 144 45 132 181 6 9 150 159 62 2 0 128 195 48 2 0 96 170 100 5 2 68 229 75 1 0

表 4 英語再履修スコア平均点

0年
スコア平均 語い

レベル別人数
文法

レベル別人数
リーディング
レベル別人数

リスニング
レベル別人数

総合
レベル別人数

受験者集 語い 文法 リーディングリスニング 総合スコア 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

英語再履修 27 22 19 35 43 119 9 11 7 0 0 16 9 2 0 0 15 11 1 0 0 11 13 3 0 0 12 14 1 0 0
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分かる。しかし、表 4の再履修クラスのスコア

平均点については、1年生と 2年生の平均点よ

りも 20点以上低い。特に、「リーディング」の

平均点の差が大きくなっている。

2．学科別のスコア結果について

1年生の学科別スコア平均点は、表 5のとお

りである。

もっとも平均点が高かったのが、健康科学科

と臨床心理学科の 146点である。次に、福祉栄

養学科の 143点、社会福祉学科の 141点となっ

ている。それでも上位 2つの学科と社会福祉学

科の得点差が 5点となり、それほど大きな差が

ないと考えられる。健康科学科については、4

月の入学直後に今回と同じ形式で英語クラス分

け試験を受けているので、初めて受けた他の学

科よりも好結果につながったと思われる。

2年生の学科別スコア平均点は、表 6のとお

りである。

もっとも平均点が高かったのが、臨床心理学

科の 152点で、健康科学科の 150点が続く。社

会福祉学科と福祉栄養学科はともに 140点とな

っている。1年生と異なる点は、平均点が高か

った学科とそうでなかった学科の点差が 12点

と大きくなっていることである。臨床心理学科

がもっともスコア平均点が高かった理由として

考えられることは、将来、大学院受験を考えて

いる人が他の学科よりも多く、入試対策として

英語に力を入れているからであろう。社会福祉

学科と福祉栄養学科については、国家試験に英

語が含まれないことと、一般企業を志望する人

が多いからであろう。

1年生よりも 2年生の方が受験時代から遠ざ

かっているため、スコア平均点は低くなるであ

ろうという予想は覆された結果となったが、別

の見方をすれば、2年生以上であっても、勉強

の仕方によっては学生たちには、まだまだ英語

力向上の可能性があることを表 6（再履修生の

表 4を除く）が示していると考えられる。（松

本）

� 分野別スコア結果について

今回実施されたテスト結果について、語い、

文法、リーディング、リスニングという分野別

のスキルについて分析する。

表 5 1年生の学科別スコア平均点

1年
スコア平均 語い

レベル別人数
文法

レベル別人数
リーディング
レベル別人数

リスニング
レベル別人数

総合
レベル別人数

受験者集 語い 文法 リーディングリスニング 総合スコア 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

健康科学科 104 27 24 44 51 146 14 34 51 3 2 36 41 27 0 0 33 57 14 0 0 21 53 27 2 1 17 68 19 0 0

社会福祉学科 261 27 24 41 48 141 28 106 119 5 3 80 128 51 2 0 114 119 27 1 0 82 116 59 2 2 49 174 38 0 0

福祉栄養学科 82 28 24 43 49 143 7 29 42 2 2 28 34 19 1 0 31 43 8 0 0 24 40 16 1 1 10 60 12 0 0

臨床心理学科 115 27 24 46 49 146 8 49 56 2 0 42 51 22 0 0 34 57 22 1 1 36 49 26 4 0 23 63 29 0 0

表 6 2年生の学科別スコア平均点

2年
スコア平均 語い

レベル別人数
文法

レベル別人数
リーディング
レベル別人数

リスニング
レベル別人数

総合
レベル別人数

受験者集 語い 文法 リーディングリスニング 総合スコア 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

健康科学科 97 28 25 46 52 150 10 40 43 2 2 25 43 28 0 1 30 47 19 1 0 16 51 27 2 1 12 60 24 1 0

社会福祉学科 260 27 22 42 49 140 39 96 116 3 6 116 101 43 0 0 102 130 27 1 0 76 115 66 3 0 59 158 43 0 0

福祉栄養学科 67 27 23 43 47 140 7 25 32 2 1 23 35 8 1 0 25 36 5 0 1 24 32 10 1 0 13 44 10 0 0

臨床心理学科 113 29 24 47 52 152 6 36 65 3 3 34 58 19 2 0 26 65 21 1 0 20 55 34 2 2 9 71 32 1 0
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1．語いのスコア結果について

蠡の表 5にあるように、学科別で語いのスコ

アをくらべると、1年生の場合、福祉栄養学科

が 28点、そのほかの 3学科はいずれも 27点で

あり、いずれの学科でもさほど違いがないとい

えるだろう。2年生の場合も、表 6にみられる

ように、学科間での差は 1点から 2点であり、

大きな違いはない。

2．文法のスコア結果について

表 2と表 3からわかるように、学部ならびに

学年に関係なく、文法のスコアは 24点または

23 点であり、大きな差は認められない。た

だ、表 3の再履修クラスのスコアが 19点であ

り、基本的な文法に弱いことが認められる。実

際、再履修クラスでは、基礎的な文法を忘れて

いる学生が多く、基本に戻った文法教育が望ま

れるだろう。

3．リーディングのスコア結果について

表 2、表 3からは、リーディングについて学

部での差はあまり認められない。ただし、表 4

の特に 2年生の学科別のデータからはやや差が

あることが伺える。社会福祉学科は 42点であ

るのに対し、臨床心理学科は 47点であり、リ

ーディングについてある程度の差があいている

ことがわかる。臨床心理学科では、演習などで

英語の論文や本の一部を使用することもあるた

め、一定の英語にかんする読解力が養成されて

いるのではないかと思われる。

4．リスニングのスコア結果について

学部については、表 2にあるように、1年生

の健康福祉学部が 50点であり、社会福祉学部

は 48点である。ただし、2年生については、

表 3に示されているとおり、どちらの学部も 50

点であり、差異は認められない。学科別では、

表 5にあるように、1年生の場合、健康科学科

が一番高く、51点で、社会福祉学科が一番低

く、48点であった。2 年生についてみてみる

と、表 6に示されているように、一番高いスコ

アをだしたのが健康科学科と臨床心理学科の

52点であり、一番低かったのが福祉栄養学科

の 47点であった。リスニングは実技的な技能

であり、国際交流やグローバル化、多文化交流

などに興味があり、相応の練習をしている場合

に高いスコアが出るのに対し、たとえば英語以

外の資格の取得といったほかの動機がつよい場

合には、低いスコアが出るのだと思われる。こ

のことは、再履修クラスのスコアが 43点しか

ないことからも伺えるだろう。（山内）
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1．大学在学中に英語を学んでおく必要があると思いますか
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57.3

56.3

55.6
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0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

全くないと思う ほとんどないと思う ある程度あると思う よくあると思う 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（n=1118）

1年生 社会福祉学科（n=257）

1年生 臨床心理学科（n=113）

1年生 健康科学科（n=102）

1年生 福祉栄養学科（n=82）

2年生 社会福祉学科（n=261）

2年生 臨床心理学科（n=117）

2年生 健康科学科（n=96）

2年生 福祉栄養学科（n=67）

再履修（n=23）

� 「英語に関するアンケート」集計分析結果

（1）1年生と 2年生との比較：在学中に英語を

学んでおく必要性に関して「よくあると思う」

と回答した割合が社会福祉学科を除いて 3学科

とも 1年生から 2 年生になると低くなってい

る。臨床心理学科 1年生 41.6％ 2年生 35.0％

健康科学科 1年生 18.6％ 2年生 16.7％ 福祉

栄養学科 1年生 12.2％ 2年生 6.0％となって

いる。学生が大学で学ぶにつれて英語の必要性

を認識し、そのことが自主的に語学学習に取り

組む姿勢として反映されていくようになること

が大切と思われる。

（2）専門と英語の必要性への関心：在学中に英

語を学んでおく必要が「全くないと思う」と

「ほとんどないと思う」という回答を合わせた

比率が高いのは再履修 39.1％であり、社会福

祉学科 2年生 33％、福祉栄養学科 1 年生 30.5

％ 同 2年生 29.9％ 社会福祉学科 1年生 28.8

％と続く。社会福祉学科と福祉栄養学科におけ

るこの結果は、この二つの学科の専門職の国家

試験が英語と関係ないことが影響していると考

えられる。記述式のアンケート結果においても

英語より専門を重視する考え方がみられ、学生

自身が将来における英語の必要性を認識してい

ない現状において、英語の必要性の認識を高め

ることが大切である。

（3）健康科学科 1年生と他学科との比較：興味

深いのは、健康科学科 1年生だけ「在学中に英

語を学んでおく必要が全くないと思う」という

回答を選択した学生が一人もいなかったことで

ある。図 4、5、6、7も考慮に入れると、健康

科学科 1年生だけ実験的に 2007年 4月から習

熟度別クラス分けをしていることが、一人一人

に英語学習に取り組んでいこうとする意識を生

みださせるという影響を与えているのではない

かと思われる。

1．大学在学中に英語を学んでおく必要があると思いますか

図 1 在学中に英語を学んでおく必要性について
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2. 個人で英語の本や新聞、雑誌を読む機会や、手紙などを書く機会がありますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（n=1118）

1年生 社会福祉学科（n=257）
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1年生 福祉栄養学科（n=82）

2年生 社会福祉学科（n=261）

2年生 臨床心理学科（n=117）

2年生 健康科学科（n=96）

2年生 福祉栄養学科（n=67）

再履修（n=23）
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0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

全くない ほとんどない ある程度ある よくある 無回答

（1）英語に触れる機会について学科別違い：

「個人で英語に触れる機会がありますか」とい

う問いに関して、「よくある」という回答は臨

床心理学科において最も多いけれども 3.4％～

3.5％にとどまる。「よくある」と「ある程度あ

る」という回答を合計すると、臨床心理学科 1

年生 15.9％ 同 2年生 15.4％ とほぼ同じで他

の学科より高く、次に健康科学科 2年生 10.4％

社会福祉学科 2年生 10.3％ 健康科学科 1年生

8.8％ 社会福祉学科 1年生 8.6％と続き、福祉

栄養学科 2年生 7.5％ 同 1年生 4.9％ 再履修

4.4％と順に減少していく。

（2）英語に触れる機会について現在の状況：個

人で英語に触れる機会が「全くない」という回

答を選択した比率が高いのは再履修 73.9％ 福

祉栄養学科 1年生 73.2％である。個人で英語

に触れる機会が「全くない」と「ほとんどな

い」という回答を合計すると再履修 95.6％、福

祉栄養学科 1年生 95.2％であり、次に健康科

学科 1年生、同 2年生、社会福祉学科 1年生、

同 2年生、臨床心理学科 1年生の順に減少して

いき、最後に臨床心理学科 2年生 84.1％ とな

る。つまり、学生全体の大多数が個人でほとん

ど英語に触れる機会がない状況にあるのが現状

である。

（3）学生の主体的な英語学習への取り組みの重

要性について：語学という科目の性格上、学生

が個人個人の興味に応じてもっと主体的に英語

に関わりを持つ機会を増やす必要があり、学生

が英語の必要性を認識し、各自の興味に応じて

何らかの形で少しずつでも英語に触れる機会を

増やしていくことができるような環境を整えて

いく必要がある。（永田）

2．個人で英語の本や新聞、雑誌を読む機会や、手紙などを書く機会がありますか

図 2 個人で英語に触れる機会について
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3．一般教育の英語ではどの技能を最も重点的に伸ばしたいと思いますか　

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（n=1118）

1年生 社会福祉学科（n=257）

1年生 臨床心理学科（n=113）

1年生 健康科学科（n=102）

1年生 福祉栄養学科（n=82）

2年生 社会福祉学科（n=261）

2年生 臨床心理学科（n=117）

2年生 健康科学科（n=96）

2年生 福祉栄養学科（n=67）

再履修（n=23） 0.0

3.0

21.2

24.9

16.8

21.6

20.7

22.2

15.4

10.4

32.8

30.4

60.2

56.4

53.1

67.7

51.2

63.2

59.8

76.0

50.8

65.2

13.4

13.2

21.2

7.8

23.2

9.6

19.7

7.3

13.4

4.4

5.1 0.1

5.5

8.0

5.0

5.1

6.3

4.9

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

聞くこと 話すこと 読むこと 書くこと 無回答

（1）「話すこと」を重視：一般教育の英語で

は、英語を「聞くこと」、「話すこと」、「読むこ

と」、「書くこと」の技能のうち、どれを最も重

点的に伸ばしたいか質問したところ、すべての

学科学年で「話すこと」を選んだ人が最も多

く、50％を上回っていた。この結果について

は、国内あるいは外国で英語を話す外国人とコ

ミュニケーションを取りたいという願望が表れ

ていると言える。その次に多い回答が「聞くこ

と」である。これは、外国人とコミュニケーシ

ョンを取るためには、まず相手の言うことを聞

き取って理解することが重要だと考えているか

らだろう。また、もうひとつの理由として、将

来、一般企業への就職を目指す人が、TOEIC

などの検定試験を視野に入れているからだと考

えられる。

（2）特異な傾向：4学科の中で異なる傾向を見

せているのが、臨床心理学科である。「話すこ

と」を選んだ学生がいちばん多いのは他の学科

と同じだが、2番目に多い回答が「読むこと」

となっている。この理由としては、この学科の

学生は大学院進学を志望する人が多く、大学院

入試を突破するためには英語の試験勉強をしな

ければならないからである。また、心理学の英

語の専門書を読む機会が多いため、学生たちは

必然的に英語を読みこなせなければ内容を理解

することができないと考えている。しかしなが

ら、再履修英語のクラスでは、「読むこと」を

選んだ人の数字が極めて低いのも特徴である。

（3）問題点：英語を話すようになるためには、

英語の基本的な文法や語彙を理解していること

が条件だが、それらを習得するためには英語を

読むなどの地道な訓練が欠かせない。本学の学

生の場合、「読むこと」を選んだ学生は 10％余

りと少数ではあるが、「読むこと」の大切さを

理解している人がわずかながらでもいることは

救いであろう。

3．一般教育の英語ではどの技能を最も重点的に伸ばしたいと思いますか

図 3 英語で最も伸ばしたい技能

永田節子他：関西福祉科学大学における英語教育について
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4．聞くことについて　大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか

0.0

3.7

4.3

5.3

1.0

10.6

10.1

8.9

2.0

9.8

12.3

6.0

11.5

23.9

26.1

42.5

44.0

27.4

52.0

40.2

46.7

39.3

43.8

32.8

56.5

31.6

31.5

40.7

30.4

32.9

28.4

34.2

27.1

35.8

17.4

11.7

10.1

17.7

14.7

8.5

9.6

16.2

15.6

6.0

8.5

3.1

4.3

2.1

1.5

0.0

英語を全く聞き取れなくてもかまわないと考えている
テレビやラジオの英会話番組（英検 3級程度の番組）程度の英語を聞き取れる
テレビやラジオの英会話番組（英検 2級程度の番組）程度の英語を聞き取れる
英米のニュースや映画、テレビなどの英語を聞き取れる
無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（n=1118）

1年生 社会福祉学科（n=257）

1年生 臨床心理学科（n=113）

1年生 健康科学科（n=102）

1年生 福祉栄養学科（n=82）

2年生 社会福祉学科（n=261）

2年生 臨床心理学科（n=117）

2年生 健康科学科（n=96）

2年生 福祉栄養学科（n=67）

再履修（n=23）

（1）到達レベル：聞くことについて、大学卒業

までにどの程度まで到達したいかを質問したと

ころ、すべての学科、学年で「英検 3級程度」

の「テレビやラジオの英会話番組」を聞き取り

たいと回答している。その次に多い「英検 2級

程度」の聞き取りレベルと合わせると、すべて

の学科において 80％ ほどの数字に達してい

る。このことからも、学生たちは日常会話に困

らない程度のリスニング力を付けたいと考えて

いることが分かる。さらに、「英米のニュース

や映画、テレビなど」を聞き取れる高度なリス

ニング力を望む、志の高い学生も多いことが伺

える。実際、英語を聞き取る力はすぐには伸び

ないので、学生たちが苦手とする技能のひとつ

だが、学習して力をつけたいと考えていること

がよく分かる。

（2）「全く聞き取れなくてもかまわない」と考

える理由：しかしながら、健康科学科 1年生を

除いては、「英語を全く聞き取れなくてもかま

わないと考えている」学生の割合が高いことも

無視できない。特に、福祉栄養学科の 2年生と

再履修クラスにおいてこの数字が高く出てい

る。再履修クラスについては、4分の 1以上の

学生が「英語を全く聞き取れなくてもかまわな

い」と回答している。福祉栄養学科の場合は、

管理栄養士などの職業を目指していて将来の目

標が定まってきていることも背景にあるだろ

う。そのため、高度な英語力をつけるエネルギ

ーを注ぐ必要がないと学生たちは考えていると

言える。再履修クラスの場合は、英語の苦手な

人が多く存在していることも関係がある。

4．聞くことについて 大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか

図 4 聞くことについてどの程度まで到達したいか
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5．話すことについて　大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（n=1118）

1年生 社会福祉学科（n=257）

1年生 臨床心理学科（n=113）

1年生 健康科学科（n=102）

1年生 福祉栄養学科（n=82）

2年生 社会福祉学科（n=261）

2年生 臨床心理学科（n=117）

2年生 健康科学科（n=96）

2年生 福祉栄養学科（n=67）

再履修（n=23）

12.1

9.7

10.6

2.0

13.4

14.6

11.1

12.5

20.9

34.8

68.7

72.4

57.5

76.5

65.9

70.1

66.7

69.8

68.7

47.8

15.2

14.8

23.9

17.7

13.4

11.9

19.7

16.7

4.5

13.0

1.3

0.8

2.0

1.5

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

4.4

4.4

6.0

0.0

2.6

1.9

7.3

2.0

3.5

2.3

2.8

出来なくてもかまわない 日常会話をどうにかできる
日常会話をかなり自由にできる 議論を自由にできる
無回答

（1）到達レベル：話すことについて、大学卒業

までにどの程度まで到達したいかを質問した。

その結果、図 5のようにすべての学科、学年で

約 70％が「日常会話をどうにかできる」程度

まで到達したいと考えている。これは、前節 4

の「聞くことについて」のアンケート結果と関

係しているように、国内あるいは外国でコミュ

ニケーションに困らない程度の会話力を求めて

いることの表れである。さらに「日常会話をか

なり自由に」話す力まで到達したいと考える人

も多いが、「議論を自由にできる」ほどの高度

なコミュニケーション能力までは必要としてい

ないことも分かる。

（2）「出来なくてもかまわない」と考える理

由：しかしながら、健康科学科 1 年生を除い

て、「出来なくてもかまわない」と答えた人が

各学科学年の約 10％もいる。さらに、前節 4

のアンケート結果同様、福祉栄養学科 2年生と

再履修クラスにおいては、「出来なくてもかま

わない」と答えた人の割合が高い。再履修クラ

スでは 3分の 1の人が「出来なくてもかまわな

い」と答えている。この結果については、前節

4のところで分析したように、再履修クラスで

は、英語の苦手な人ほど英語学習に消極的なこ

とが伺える。（松本）

5．話すことについて 大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか

図 5 話すことについてどの程度まで到達したいか

永田節子他：関西福祉科学大学における英語教育について
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6. 読むことについて、大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか

読めなくてもかまわない 手紙やメールなどを読める
新聞や雑誌記事を読める 専門書や専門雑誌を読める
無回答

4.1

5.1

3.5

2.0

8.7

7.0

8.9

3.9

9.8

10.7

3.4

10.4

13.4

26.1

55.4

59.9

32.7

68.6

61.0

58.6

41.9

61.5

55.2

43.5

27.3

25.3

38.1

23.5

19.5

24.5

39.3

26.0

23.9

26.1

4.6

2.7

2.0

2.3

0.0

16.8

3.7

10.3

3.0

0.0

6.1

3.8

5.1

2.1

4.5

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（n=1118）

1年生 社会福祉学科（n=257）

1年生 臨床心理学科（n=113）

1年生 健康科学科（n=102）

1年生 福祉栄養学科（n=82）

2年生 社会福祉学科（n=261）

2年生 健康科学科（n=96）

2年生 福祉栄養学科（n=67）

再履修（n=23）

2年生 臨床心理学科（n=117）

「読むことについて、大学卒業までにどの程

度まで到達したいと考えますか」というアンケ

ート項目についての回答は、図 6のようになっ

ている。

（1）合計でみれば分かるように、「読めなくて

もかまわない」と考える者は再履修のクラスで

26.1％とやや多いものの、ほとんどのクラスな

らびに学年で低い数値になっている。

（2）「手紙やメールなどを読める」とした者の

割合が、ほとんどのクラスで 60％以上になっ

ている。1年生の臨床心理学科のみ 32.7％と低

いが、これは読めなくてもよいと考えているか

らではなくて、「新聞や雑誌記事を読める」と

いう程度まで必要と考えているからである。ま

た、「専門書や専門雑誌を読める」レベルまで

必要だと考えている学生が多いのも、臨床心理

学科の特徴といえよう。こうした反応が返って

くるのは、おそらく、大学院の臨床心理士のコ

ースへと進みたいと考えている学生がいるた

め、高度な英語の読解スキルが必要になるから

であろう。

6．読むことについて、大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか

図 6 読むことについて、大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか
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7. 書くことについて大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（n=1118）

1年生 社会福祉学科（n=257）

1年生 臨床心理学科（n=113）

1年生 健康科学科（n=102）

1年生 福祉栄養学科（n=82）

2年生 社会福祉学科（n=261）

2年生 臨床心理学科（n=117）

2年生 健康科学科（n=96）

2年生 福祉栄養学科（n=67）

再履修（n=23）

書けなくてもかまわない 日常の手紙やメールなどを書ける
仕事に必要な文章を書ける 専門の論文を書ける
無回答

13.4

12.8

10.6

7.8

18.3

14.2

8.6

15.6

19.4

30.4

56.6

58.4

38.1

68.6

53.7

61.3

49.6

65.6

53.7

39.1

23.6

22.6

36.3

21.6

19.5

19.2

35.0

16.7

20.9

26.1

2.1

1.6

1.5

10.6

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

4.3

4.7

4.4

2.0

8.5

3.8

4.3

2.1

6.0

4.4

（1）英語を書くということについての関心を調

べてみると、「日常の手紙やメールなどを書け

る」レベルくらいまで学習したいという学生が

ほぼ過半数を占めている。

これは、おそらく、インターネットやグロー

バル化が進行するなかで、メールなど海外から

の情報が英語で受信される場合も多く、そうし

た事態に対応し、かつ、できればこちらからも

ある程度の内容を発信したいという心理による

ものであろう。

（2）臨床心理学科の学生は、さらに 1つ上のレ

ベルである「仕事に必要な文章を書ける」を目

標にしたいと答える学生が多い。また、同学科

の 1年生では特に「専門の論文を書ける」とい

う相当高いレベルを目指す者もおり、大学院や

研究職を念頭においての回答だと考えられる。

7．書くことについて大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか

図 7 書くことについて大学卒業までにどの程度まで到達したいと考えますか

永田節子他：関西福祉科学大学における英語教育について
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8. 高校時代、英語を好きでしたか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（n=1118）

1年生 社会福祉学科（n=257）

1年生 臨床心理学科（n=113）

1年生 健康科学科（n=102）

1年生 福祉栄養学科（n=82）

2年生 社会福祉学科（n=261）

2年生 臨床心理学科（n=117）

2年生 健康科学科（n=96）

2年生 福祉栄養学科（n=67）

再履修（n=23）

最初から好きだった 最初好きだったが、途中から嫌いになった
最初嫌いだったが、途中から好きになった 最初から嫌いだった
好きでも嫌いでもなかった 無回答

14.3

13.6

14.2

13.7

12.2

14.6

13.7

19.8

11.9

17.4

15.9

14.4

15.0

22.6

11.0

13.4

14.5

21.9

17.9

30.4

7.7

7.0

5.3

8.8

7.3

10.3

8.6

7.3

4.5

0.0

31.8

32.7

32.4

32.2

25.0

10.3

12.1

12.4

6.9

14.6

9.6

7.7

16.4

27.4

40.2

32.5

29.9

34.8

20.0

20.2

25.7

15.7

14.6

19.9

23.1

20.8

19.4

13.0

5.2

4.4

8．高校時代、英語を好きでしたか

「高校時代、英語を好きでしたか」という問

いについては、「最初から好きだった」と答え

る学生の割合が、紀要の中では省略されている

が、中学時代に好きだったかどうかというアン

ケート結果と比べてみると、顕著に落ちている

ことがわかる。また、「最初から嫌いだった」

という割合が、同じように中学時代と比べると

著しく増えている。高校時代に関してみると、

「最初好きだったが、途中から嫌いになった」

と「最初から嫌いだった」をあわせると、全体

で 47.7％になる。特に、福祉栄養学科の 1 年

生では、「最初から嫌いだった」と答える人の

割合が、40.2％というきわめて高いレベルにあ

る。

このことからすると、中学時代には英語が好

きまたは肯定的だった学生も、高校時代になる

と嫌いまたは苦手という意識に変わっていった

のだと思われる。その原因が何なのかはこの調

査からは判然とはしないが、受験英語へと質的

に変化する点や、語彙数などが一挙に増え、暗

記事項が増大するといった点が原因にあるだろ

うと推定される。（山内）

図 8 高校時代、英語を好きでしたか
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� 本学学生の課題

－習熟度別クラス編成について－

課題となるのが、現在もみられる英語力の差

が今後広がっていくことへの懸念である。英語

に興味を持ち、学習意欲の高い学生の英語力を

伸ばす必要がある。また、英語力に差のある学

生が授業において求めるものは多様化してきて

おり、学生一人一人が授業内容に対して満足感

を持てるようにしていくことが求められてい

る。

健康科学科における習熟度別クラス分けを実

施した結果についての報告を付け加え、本学に

おける英語教育の今後の課題を探ってみたい。

現在、実験的に 2007年 4月入学以降の健康

科学科学生にのみ習熟度別クラスが導入されて

いる。このような形式のクラス分けの結果につ

いて学生、担当教員に 2007年 7月にアンケー

トをおこなった。この結果からみると満足度は

成績評価の最上のクラス以外は非常に高く、こ

の 3つのクラスについては習熟度別クラス分け

に関して不満とする意見は一つもない。英語の

苦手意識の強かった学生ほど「安心して授業を

受けられる」といった評価、満足度が高くなっ

ている。英語力の最も高いと分類されたクラス

での不満というのは「できるクラスにいると成

績評価において不利である」「そんなに英語が

得意なわけではない」といった不安の声があ

る。ついでながら、7月にこのアンケートを行

った時点ではまだ成績評価はおこなわれていな

い。担当教員を対象にしておこなった習熟度別

クラス分けを実施した結果に関してのアンケー

トは、すべての担当教員に好評という結果とな

り「授業の方針が立てやすい」「教材を選びや

すくなった」という感想がみられる。

習熟度別クラス分けをおこなったからといっ

てすぐに目に見えて英語力が向上するというわ

けではない。しかしながら、「英語に関するア

ンケート」蠶－1の「大学在学中に英語を学ん

でおく必要があると思いますか」という質問に

対して、「全くないと思う」と「ほとんどない

と思う」という回答をあわせると健康科学科 1

年生、2年生ともに約 20％となるが、「全くな

いと思う」という回答を選択した学生がゼロと

いうのは健康科学科の習熟度別クラス分けが実

施された 1年生だけであり、ほんのわずかなが

ら他学科や同じ学科内でも 2年生とのちがいが

みられる。また、蠶－4「聞くことについて大

学卒業までにどの程度まで到達したいと考えま

すか」と、蠶－5「話すことについて大学卒業

までにどの程度まで到達したいと考えますか」

に対する回答においても、「出来なくてもかま

わない」という回答を選択した学生の比率を比

較するならば、健康科学科の習熟度別クラス分

けが実施された 1年生は他学科や同じ学科の 2

年生と比べて極めて低い結果となっている。具

体的に数字を挙げて健康科学科 1年生と 2年生

を比較すれば、「聞くことについて」1年生 2.0

％ 2年生 11.5％、「話すことについて」1年生

2.0％ 2年生 12.5％の学生が「出来なくても

かまわない」と考えていることになる。

同様に、蠶－6「読むことについて大学卒業

までにどの程度まで到達したいと考えますか」

という問いに対し「読めなくてもかまわない」

という回答を選択した比率は、健康科学科 1年

生は 3.9％であり同じ学科の 2年生 10.4％より

も低くなっている。同様に、蠶－7の「書くこ

とについて大学卒業までにどの程度まで到達し

たいと考えますか」という問いに対して、「書

けなくてもかまわない」という回答を選択した

比率は、健康科学科 1年生が 7.8％であり全学

科において最も低く、次に臨床心理学科 2年生

8.6％と続き、健康科学科 2年生は 15.6％とな

っている。

このようなアンケート結果から、習熟度別ク

ラス分けが 4月より実施された健康科学科 1年

生は、他学科や同じ学科の 2年生と比べて英語

学習への取り組みに否定的な姿勢を取る学生が

少ないということが指摘できる。

健康科学科 1年生と 2年生とをアンケート結
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果の蠶－8 の「高校時代、英語を好きでした

か」という問いに関して比較すれば、高校時代

に英語を「好き」と「途中から好きになった」

という回答の合計は 1年生 22.5％ 2年生 27.1

％であり、「嫌い」「途中から嫌いになった」と

いう回答は 1年生 55％ 2年生 46.9％ となっ

ている。大学入学時において 1年生の方が英語

を好きな比率が少し低く、また英語を嫌う比率

がかなり高かったことを考慮に入れると、大学

入学後における英語学習に関する意識調査にお

いて、1年生は 2年生より英語を学習すること

に対して否定的・消極的な考え方をする学生が

少ないというアンケート結果は興味深いものと

なっている。

習熟度別クラスで学んできた学生が英語学習

に関して予習をあまりしていないというアンケ

ート結果となっており、習熟度別クラス分けテ

ストが実施された 2007年 4月と 12月の成績結

果を比較して変化がみられるわけではない。ま

た、習熟度別クラスで学んできた 1年生が他学

科や健康科学科の 2年生と比べて成績に違いが

みられるわけではない。しかしながら、習熟度

別クラスで学んできた学生には少しではあるけ

れども英語学習への取り組みに前向きな姿勢が

みられる。

� 英語教育の一般的課題

2002年夏、文部科学省「『英語が使える日本

人』の育成のための戦略構想の算定について－

英語力・国語力増進プラン－」が発表された。

大学で英語など特に履修しなくても専門書を読

み論文や発表も英語でこなす学生たちと、大学

でアルファベットからやり直す学生たちとに二

分化されてくることになるだろうという予想が

なされている。これまでもこのような現実はあ

ったけれども、この傾向はますます強くなると

思われる。高度な英語力のある学生は各自の専

門分野別英語の運用能力を求め、学生それぞれ

が英語の授業に求めるものはますます多様化す

ると予想される。世界における語学教育への捉

え方にも近年少しずつ変化が表れてきている。

イギリスやアメリカ、ヨーロッパ連合（EU）

諸国の最近の状況について次のような指摘がな

されている。

いわゆる「国際語」を母語にもつイギリスで

は、長年にわたって外国語教育の必要を感じて

こなかった。ところが、近年にいたって、かつ

てないほどに国をあげて外国語の教育に力を入

れ始めた。長年、英語同化政策をとってきたア

メリカもまた、外国語教育に不熱心な国のひと

つであった。ところが、1968年に 2言語教育

法を制定し、建国以来の「英語」単一言語政策

を法的に否定し、多言語・多文化国家に向けて

国内言語政策の大転換をおこなった。

ヨーロッパ連合（EU）における「リングァ

計画」は、ヨーロッパ統合実現のために必要不

可欠の言語教育計画であるけれども、統合ヨー

ロッパのすべての市民がハイスクール卒業まで

に、少なくとも母語以外にさらに 2つの言語を

身につけようとするものである。

最近では ‘Victory of English’ ということが、

さも当然のことのようにいわれる。しかしなが

ら、言語・文化的多様性を積極的に認めようと

する新しい動きがある。長い間、言語に関して

は、途上国は先進国の言語を学び、小国は大国

の言語を学び、地方は中央の言語を学ぶことが

当然のことと考えられてきていた。いまヨーロ

ッパでは、言語は「垂直に上から下へ流れる」

ものではなく、むしろ「水平に相互に流れあ

う」ものであるという新しい考え方に基づいて

いる。これはこうした考え方が、国際的に公式

に認められたことを意味する。これは、実は、

人類史の上で見落とすことができない画期的な

出来事である4）。

現在、様々な言語が必要とされる傾向は、福

祉の現場、学校、病院、会社など職場や日々の

生活の場にもすでにみられる。しかしながら同

時に、そのような時代であるからこそ、英語を
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世界の共通言語として捉えようとする考え方が

少しずつ普及してきている。世界の英語として

地域別にすれば、アメリカ英語、イギリス英

語、オーストラリア英語、アジア英語、アフリ

カ英語、ヨーロッパ英語と大別されている。そ

して最近はそのような英語 World English を複

数形でとらえる立場が一般化してきている。

World English とは何かということについてご

く簡単な紹介は以下のようなものである。

今や、英語は国際共通語である。人間の交流

が盛んになれば、なんらかの言語に共通語の役

割を担ってもらわなければならない。それが現

在では英語であるというだけの話である。外国

語として英語を習った者同士が、お互いにちょ

っぴりずれた発音と文法でやりとりする。これ

が World English だ。World English は複数形で

ある5）。

現代はグローバル化した社会であり、時代の

変化も激しく生涯教育の重要性が語られている

が語学学習も例外ではない。学生が生涯自身で

学び続けていくことができるようにすることが

重要である。その為にともかくまず学生に必要

とされるのは語学学習に取り組んでいこうとす

る動機づけである。学生が語学の授業内だけで

なく、大学の講義や実習、学外の活動などのな

かで専門だけでなく語学学習の必要性に関して

も認識を高めていくことができるのが理想であ

る。学生自身のなかに英語学習への何らかの動

機づけがなければ日々の地道な作業は生まれな

いし、何らかの思いを抱いて自ら取り組むので

なければ、語学学習は続かず、成果も上がらな

い。学生それぞれが英語の必要性を認識し、興

味を持って取り組むという姿勢を養っていくこ

とができるようにすることが大切と思われる。

英語に興味や関心のある学生はさらにその語学

力を伸ばせるように、またたとえ高校までの英

語教育において英語嫌いになってしまった学生

に対しても、将来の仕事や生活において英語を

それぞれの必要な範囲において活用していける

ように、その基盤となるものを大学において提

供していかなければならない。英語の授業内は

もちろんのことであるが、学生が英語に興味と

関心を持ち英語に触れる機会のより多い環境を

整え、様々な学生の求めるものが多様化してい

くなかで、学生一人一人が語学学習を継続する

ことができるように支えていくこと、学生一人

一人が満足感を持てるようにしていくことが大

切である。

World English が複数形で語られる現代にお

いて、学生一人一人の将来に役立つ英語力増進

を行う必要があり、生涯学生自身が積極的にそ

れぞれの専門分野で必要とされることを学び続

け実践していくことができるように、その重要

な一助となる英語力を向上させていくことがで

きるような基盤を大学時代に作りあげることが

求められている。
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